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【コロナ禍の中の支援】
（2021→2022）外国人支援

＊ささえあい基金による緊急支援
（生活困窮者に対する相談と支援金の提供）

＋医食住の直接支援
①シェルターの提供（2021年3月～）
②家賃補助の支援
③医療支援（相談、同行、費用負担）
④食料提供（フードバンク、食料配送）
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2022-2023
•シェルターフル活用（東京都内２、千葉、神奈川）

•家賃支援の継続（シェルター内、シェルター外）

•食料支援の継続（フードパントリー、青果配布）

•居場所づくり（難民・移民フェス→雑技団へ。地域連携）

•仮放免高校生奨学金プロジェクト

•政策提言（院内集会など）

ウクライナ戦争
（2022年2月24日～）

国境の解放（水際対策の終了）
（2022/10/11）

トルコ・シリア震災
（2023年3月6日） 3



シェルターフル活用

•シェルター14世帯に

外国籍者（20名）/25世帯中
（2023年3月末現在）56％

家賃相当経費概算

700万円/年間
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家賃支援の継続＝居住の確保
（シェルター外）

•シェルター外支援実績 20件 家賃68カ月分

2022年度の家賃支援総額＝325万円

→シェルター家賃700万円との合計で1000万円を超える。
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居場所づくり（１）

• 地域団体との連携・協働

あじいる（荒川区）との協働。

→シェルター住人がボランティア活動に参加。

リサイクル可能な物資の収集

隅田川医療相談会ボランティア

• 難民・移民フェス

第1回難民・移民フェス

（2022年６月４日 練馬）来場者 800人

第2回難民・移民フェス

（2022年11月23日 川口） 1200人

→第3回難民・移民フェスを5月20日に

練馬駅前の平成つつじ公園で開催予定
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居場所づくり（２）

• 難民・移民雑技団へ

東京都杉並区高円寺

北中夜市 次回4月16日

なんとかBAR

（熱烈歓迎、難民支援BAR！）

長津田 ぶらり地球さんぽ出店

（パルシステム神奈川主催）

→今後は4月15日アースデイ（代々木公園）

そのほか（練馬・夜のパン屋、東京DEWシェアキッチン等）

にも続々出店 7



食料支援の継続

• フードパントリー（しんじゅくフードパントリー）

→ワーカーズコープ東京、シャプラニール（NGO）

との共催。相談業務も協力

• 食料の定期宅配（2022年1月開始、毎月の配送）

→ Kosatenパントリー

/ほたるパントリー（杉並区）

アディアベバ・エチオピア協会

（葛飾区）

反貧困ネットワークのシェルター

（都内）
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仮放免高校生奨学金プロジェクト

• 在留資格の無い高校生は高校無償化の対象外とされる。

幼少期に親に連れられて来日した子どもや日本で生まれ

育った子どもたちでも、親に在留資格が与えられないと

子どもも在留資格を与えられないケースが多い。

→将来のためにも高校進学・卒業の機会を

失ってはいけない。（奨学金の提供）

→公的支援の必要性を訴えるキャンペーン。
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政策提言
• 2022年10月20日（反貧困ネットワーク）

「貧困問題の抜本的解決を求める院内集会

＆政党・省庁との対話集会」

→在留資格の無い外国人は実質的に対象外

となる危機感

• 2022年11月2日（移住連、北関東医療相談会との共催）

「在留資格の無い外国人の生存権を求める

院内集会と省庁交渉」

→法務省/入管にとっては居ない者と

みなされる在留資格の無い外国人

• 2023年1月26日院内記者会見

「入管法改定案再提出に反対する共同声明」

（90団体の賛同を得た）
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総合計： 77,552,828円＋509万円

緊急給付： 18１１名 ５０５３万円
食料配布： ２７１３名 ６８４９万円
医療支援： １２名 １０２万円
居住支援：
‐ シェルター のべ１１６名 １４７９万円＋367万円
‐ 家賃補助 のべ ８３件 ４３５万円＋142万円

外国人向け支援実績（2020－2022.9月）

＋シェルター/家賃支援 2022年10月‐2023年3月

11



課題と今後について必要なこと

引きはがされるセーフティネット（公助）

→政策変更を求める “生きられない！”

“仮放免者にも医療を！” “公営住宅の提供を！”

”就労可能な在留資格を！”

助け合いの協同（共助）
→ともに生きる。でなければ死んでしまう。
“居場所づくり” ”共に仕事ができる様に“

12


	スライド 1: 外国人支援の現状報告  ２０２２－２０２３
	スライド 2: 【コロナ禍の中の支援】 （2021→2022）外国人支援  ＊ささえあい基金による緊急支援 （生活困窮者に対する相談と支援金の提供） ＋医食住の直接支援 ①シェルターの提供（2021年3月～） ②家賃補助の支援 ③医療支援（相談、同行、費用負担） ④食料提供（フードバンク、食料配送）
	スライド 3: 2022-2023
	スライド 4: シェルターフル活用
	スライド 5: 家賃支援の継続＝居住の確保 （シェルター外）
	スライド 6: 居場所づくり（１） 
	スライド 7: 居場所づくり（２） 
	スライド 8: 食料支援の継続 
	スライド 9: 仮放免高校生奨学金プロジェクト 
	スライド 10: 政策提言 
	スライド 11: 総合計：　77,552,828円＋509万円  緊急給付：　18１１名　　５０５３万円 食料配布：　２７１３名　　６８４９万円 医療支援：　　　 １２名　    １０２万円 居住支援：　 　‐　シェルター　のべ１１６名　　１４７９万円＋367万円 　‐　家賃補助　　のべ　８３件　　　４３５万円＋142万円　　　　　　　　　　　　 
	スライド 12: 課題と今後について必要なこと

